
理科力向上サポート公開授業研究会 

１２月１０日 佐賀市立東与賀中学校 授業者 教諭 鶴丸 昌樹 

◇ 単元名  

第１学年「身のまわりの物理現象」（光の性質） 

◇ 本時の目標 

  光の屈折についての実験を行い，光がガラスの境界面で屈折していることを理解し，光の屈折の定

性的な関係について考え，表現することができる。 

◇ 本時の展開の概要（４／９） 

本時は，光の屈折についての実験を行い，実験結果や作図から，光は空気とガラスの境界面で屈折

することや入射角と屈折角の規則性について理解する内容である。事象Ａでは，レーザーポインター

の光が直進し，黒板の的に命中する事象を提示した。事象Ｂでは，事象Ａの光の道すじにガラスを斜

めに入れることによってレーザーポインターの光が屈折し，黒板の的からずれる事象を提示した。生

徒に事象Ｂの理由を考えさせ，関係していることとして「光」「曲がる」「ガラス」などのキーワード

を出させた。そこから「光がガラスを通るとき，どのような進み方をするのだろうか」と学習問題を

導き出した。実験では，光源装置から出た光が台形ガラスを通るときの進み方を調べさせ，結果をワ

ークシートに作図させた。教師による用語の説明後，実験結果を考察させた。個人で考えさせた後，

交流活動を行わせることで，生徒は境界面で屈折することや境界面における入射角と屈折角の大小関

係など多くの気付きをもつことができ，本時の目標に迫ることができた。 

◇ 展開 

過程 主な学習活動（○）と児童の様子(写真等) 教師の手立て（○） 

事
象
の
読
み
取
り 

○２つの事象を見て，自分の考えを書く。 

 

 

 

 

 

 

事象Ａ：光を的に向けて当てると，（光は空

気中で直進するので）命中する。 

事象Ｂ：光を的に向けて当てるときに，間に

ガラスがあると，（ ？ ）的から

ずれる。 

○事象を提示する。 

【事象Ａ】レーザーポインターの光を黒板の的

に当てると命中する。 

【事象Ｂ】レーザーポインターの光の道すじに

ガラスを斜めに入れると黒板の的か

らずれる。 

事象Ａでは，光が直進する性質を確認し

た。事象Ｂでは，レーザー光が的からずれる

ことを確認し，ガラスを通るときの光の進み

方に着目させた。 

事
象
の
説
明 

○事象を説明し，考えを話し合う 

＜キーワード＞ 

 光 

直進 

ずれる 

○交流活動を通し，自分の考えを広げたり，深

めたりさせた。 

○事象の違いの要因と思われるキーワードを発

表させ，学習問題につなげた。 

 

 

学習

問題 
光がガラスを通るとき，どのような進み方をするのだろうか。 

ガラスが光を曲げたのかな。 

光はガラスの中で曲がるのかな。 

（教師）ガラス越しでは光がずれたのはな

ぜでしょうか。理由を考えて作図してみま

しょう。 

事象Ａ 事象Ｂ 



実
験
計
画
・
実
験
活
動 

○実験方法を知り，実験を行う。 

 

 

 

  

○１人１実験形式で，様々な角度から光を入射

させるようにした。 

光が空気とガラスの境界面で屈折する道筋を

書き残せるように，ワークシートの結果記入

欄を実際のガラスと同じサイズにし，光の道

すじを写させた。 

 

結
果 

○実験結果を確認する。 

○光の屈折について 

説明を聞く。 

 

○生徒のワークシートを書画カメラで電子黒板

に映し，空気中とガラスの境界で屈折してい

ることを確認させた。 

○入射角，屈折角について説明し，ワークシー

トに入射角や屈折角を記入させた。 

考
察 

○作図したものから分かったことを考え，自

分の言葉でまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分の考えを発表する。 

○クラス全体で考察を共有する 

(分かったこと) 

 

 

○作図したものから個人で考えたことをワーク

シートに記入させたのち，交流させることで

気付きを広げ，考えを深めることができるよ

うにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教室内を自由に動き，考えたことを交流させ

る。自分と同じ考えは赤丸，自分が気付かな

かった考えは赤文字で記入させた。 

事
象
の
再
説
明 

○事象の再説明をする。 

記述例：光を的に向けて当てるときに，間に

ガラスがあると，（光は空気とガラ

スの境界面で屈折するので）的から

ずれる。 

○最初の事象Ｂについて，本時の学習内容を用

いて再説明させることで，生徒の理解を確か

なものにし，活用する力の育成を図った。 

 

ガラスに入る前，ガラスから出た後の光は

平行になっているね。 

入射角や屈折

角は２カ所あ

るね。 

やっぱり光は

ガラス中でも

空気中でも直

進している

ね。 

(教師)今日の学習問題を確認しましょう。

学習問題に沿って，今日の実験結果からい

えることを，入射角や屈折角の言葉を使っ

て考えてみましょう。 

 

・光は空気とガラスの境界面で屈折する。 

・空気からガラスへ進むとき・・・入射角＞屈折角 

・ガラスから空気へ進むとき・・・入射角＜屈折角 

ガラスに入る

ところと，ガ

ラスから出る

ところで光が

折れ曲がって

いるね。 


